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宮
田
塚
原
線
（
宮
田
町

部
分

）

　
　
　
に
歩
道
の
設
置
を

　

市
営
バ
ス
と
敬
老
パ
ス

が
、
高
齢
者
の
外
出
を
支

援
し
、
健
康
保
持
や
趣
味

な
ど
の
社
会
参
加
に

役
だ
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、

買
い
物
に
よ
る
消
費

で
、
商
店
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
市
バ
ス
と

敬
老
パ
ス
の
役
割
に

つ
い
て
、
３
月
29
日

の
市
議
会
で
「（
駅
前

の
病
院
な
ど
と
郊
外

の
住
宅
地
を
つ
な
ぐ
）

重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」と
質
問
。
市
は「
市

営
バ
ス
の
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
欠
か
せ
な

い
」「
敬
老
パ
ス
は
高

齢
者
の
外
出
支
援
に

一
定
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。
高
齢
者
福
祉

専
門
分
科
会
で
は
「
介

護
予
防
な
ど
の
一
定
の

効
果
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

市営バス・敬老パスアンケート結果示される
　
市
は
、こ
の
ほ
ど
、社
会
福
祉
審
議
会
高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会
に
、

市
営
バ
ス
、
市
バ
ス
敬
老
パ
ス
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
70
歳

以
上
）
の
結
果
（
速
報
）
を
発
表
し
ま
し
た
。
共
産
党
は
一
昨
年
の

議
会
で
、
敬
老
パ
ス
の
効
果
を
調
査
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

市
は
、
２
０
１
２
年
か

ら
行
っ
て
い
た
市
内
の
都

市
計
画
道
路
の
見
直
し
に

つ
い
て
、「
最
終
見
直
し
案
」

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
道
路
は
自
動

車
の
交
通
量
が
増
え
て
い

た
時
代
に
、
自
動
車
中
心

の
都
市
づ
く
り
を
前
提
に

計
画
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
現
在
は
、
自

動
車
交
通
量
が
減
り
、
見

直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、高
齢
化
が
進
み
、

歩
道
を
設
置
す
る
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
見
直
し
案
」
に
お
い

て
、
都
市
計
画
道
路
「
宮

田
塚
原
線
」
の
一
部
（
宮
田

町
２
丁
目
区
間
）
を
廃
止

す
る
提
案
が
さ
れ
て
い
ま

す
。私
は「
宮
田
塚
原
線
は
、

宮
田
町
内
の
区
間
で
歩
道

が
な
い
と
こ
ろ
が
か
な
り

残
さ
れ
て
い
る
。
引
き
続

き
地
元
か
ら
歩
道
設
置
の

要
望
が
出
さ
れ
る

こ
と
が
十
分
考
え

ら
れ
る
。
仮
に
、

計
画
を
廃
止
し
た

と
し
て
も
、
最
大

限
、
住
民
の
要
望

に
応
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
質

問
。
市
は
「
地
元

か
ら
要
望
が
あ
っ

た
場
合
は
、
現
在

の
道
路
状
況
を
勘

案
し
、
適
切
に
対

応
し
て
い
く
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

外出、健康増進、社会参加などの効果が
外出する際の移動手段はなんですか？

（あてはまるもの３つまで）
市営バスをどのような目的で利用されますか？

（あてはまるもの３つまで）

市営バスで外出した時、どのくらいのお金を使いますか
（一回当たり平均・医療費を含む）

市バス敬老パスがあって役立っていることは何ですか？
（あてはまるものすべて）

無回答

1,000円未満

4,000円以上5,000円未満

5,000円以上

1,000円以上2,000円未満

2,000円以上3,000円未満

その他

役立っていない

健康

外出機会の増加

経済的負担の軽減

その他

通勤

ボランティア活動

家族や友人に会いに
行く

趣味・娯楽

通院

買い物

その他

自動車（ひとに乗せて
もらう）

自動車（自分で運転）

電車

自転車

徒歩

市営バス
66.2%

45.6%
33.9%

28.4%
21.3%

15.8%
19.7%

57.9%

40.7%
35.5%

22.6%
4.3%
2.1%
7.8%

22.5%
16.3%

13.5%
9.5%
8.3%

15.7%

65.9%

59.9%
31.2%

3.2%

4.3%
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国
は
、
介
護
度
が
要
支
援
１・２
の
人
の
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
を
介
護
保
険

か
ら
は
ず
し
、
市
町
村
任
せ
の
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
総

合
事
業
）」
に
丸
投
げ
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
な
ど
の
早
期
発
見
・

治
療
に
逆
行

莫
大
な
事
業
費
と
市
負
担
が

市
長「
実
現
可
能
性
を
、多
角
的
に
検
討
し
た
い
」

市
独
自
の
制
度
・
基
準
で

　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
の
保
障
を

国
が
ね
ら
う
要
支
援
者
の
介
護
保
険
は
ず
し

Ｊ
Ｒ
京
都
線
高
架
化
の
研
究
に
つ
い
て

　
「
総
合
事
業
」で
は
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
に
、
訪

問
介
護
事
業
者
だ
け
で

な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
認
知
症
や
状
態
悪

化
の
発
見
・
治
療
が
遅
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

必
要
な
人
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

　

日
本
共
産
党
は
、
３
月

７
日
の
代
表
質
問
で
、
要

支
援
の
高
齢
者
が
、
現
在

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
市
独
自
の
基

準
や
制
度
が
必
要
で
は
な

い
か
」と
質
問
。
市
長
は
、

「
厚
生
労
働
省
は
、
現
行

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
も
可
能

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

高
齢
者
の
状
態
に
応
じ
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て

い
く
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

市
は
昨
年
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
京
都
線
の
芥
川
鉄
橋
以
西
か
ら
総
持
寺
新
駅
（
茨
木

市
）
ま
で
の
線
路
の
高
架
化
に
つ
い
て
、
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
新
年

度
、
専
門
業
者
に
委
託
し
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
Ｊ
Ｒ
富
田
西
側
の

狭
隘
な
ガ
ー
ド
下
府
道
、

芥
川
鉄
橋
下
の
洪
水
危
険

箇
所
の
解
決
、
な
ど
の
効

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
大
阪
府
は
、
勉
強

会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

で
、
費
用
負
担
を
明
言
し

て
い
ま
せ
ん
。
高
架
化
事

業
の
市
の
負
担
は
、
大
阪

府
の
負
担
が
な
け
れ
ば
数

百
億
円
に
の
ぼ
る
見
込
み

で
す
。

　

市
は
昨
年
策
定
し
た

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
で
、
市
民
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
・
市
民
会
館

の
建
て
か
え
、
市
役
所
本

館
の
耐
震
化
、
道
路
や
下

水
道
の
更
新
な
ど
に
、
今

後
40
年
間
で
４
７
０
０
億

円
の
費
用
が
必
要
と
試
算

し
て
い
ま
す
。
高
架
化
で

莫
大
な
費
用
を
支
出
す
る

　

私
は
富
田
ガ
ー
ド
下
な

ど
は
「
費
用
の
か
か
ら
な

い
手
法
の
検
討
も
含
め

て
、
府
に
迫
る
べ
き
」
と

求
め
ま
し
た
。
市
長
は

「（
高
架
化
に
つ
い
て
は
）

実
現
可
能
性
を
多
角
的
に

検
討
し
、
財
政
の
問
題
な

と
、
そ
の
財
源
が
安
定
的

に
確
保
で
き
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
は

３
月
15
日
の
都
市
環
境
委

員
会
で
「
今
後
の
財
政
見

通
し
を
考
え
る
と
、
到
底

ど
様
々
な
課
題
を
、
議
会

で
意
見
交
換
し
て
い
き
た

い
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

に
す
る
こ
と
が
介
護
予
防

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
先

行
し
て
「
総
合
事
業
」
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
で

は
、
介
護
事
業
所
へ
の
報

酬
単
価
の
カ
ッ
ト
や
サ
ー

ビ
ス
時
間
の
短
縮
な
ど
の

被
害
が
す
で
に
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

認
め
ら
れ
な
い
」
と
主
張

し
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
芥
川
の
危
険

解
消
も
富
田
府
道
ガ
ー
ド

下
の
安
全
も
大
阪
府
が
責

任
を
負
っ
て
い
る
事
業
で

す
。
芥
川
に
つ
い
て
は
、

大
阪
府
が
、
新
年
度
か
ら

危
険
を
解
消
す
る
事
業
の

検
討
を
進
め
る
こ
と
を
宮

原
た
け
し
府
議
に
答
弁
し

て
い
ま
す
。（
３
月
18
日

大
阪
府
議
会
都
市
住
宅
常

任
委
員
会
）。




